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 材料の引張強さなどの機械的性質を調べる各種試験のうち、衝撃試験というものがありま

す。これは、試験片に衝撃力を加えて破断し、破断に要したエネルギーを求めて材料の靭性

（粘り強さ、衝撃に対する壊れにくさ）を評価する試験です。 

 

 当センターの衝撃試験機（シャルピー衝撃試験機）を下図に示します。衝撃試験機はハン

マーが付いた振り子を振って、振り子の最下点に置いた試験片を破断させる構造になってい

ます。ハンマーを決められた高さに振り上げた後、ハンマーを振り下ろして試験片を破断し、

その後ハンマーが振り上がった高さを測り、振り上げた高さと振り上がった高さの差から破

壊に要したエネルギー（吸収エネルギーや衝撃値と呼ばれます）を求めます。この吸収エネ

ルギーによって、材料の靱性を評価することができます。吸収エネルギーが大きい材料は靱

性が高く（粘り強く）、小さい材料は靱性が低くなります。 

 

 シャルピー衝撃試験においては、試験片の仕上がり具合が結果に大きく影響します。この

ため、JIS（日本工業規格）などの規格では試験片の寸法が細かく規定されています。特に、

試験片の中央部に設ける切欠き部の寸法（溝の幅・深さ・角度、底の丸み半径）は試験結果

に大きく影響するので、細かく規定されています。 

 

 しかしながら、切欠きを付けた試験片で行うべき試験を切欠きのない試験片で行おうとし

たり、試験片の切欠きの加工が規格どおりになっていない試験片で試験を行おうとしたり、

ということがあります。適当な切削工具が無い、試験片の寸法が取れない等、理由はあると

思いますが、規格どおりでない試験片で行った結果については、規格値と比較しても意味の

ないことを再認識する必要があると考えます。規格どおりの試験片を作製して試験を行うこ

とが重要です。 



 
図 当センターにあるシャルピー衝撃試験機（最大容量 100J） 
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